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【対 象 期 間】	2011年4月1日から2012年3月31日
	 ただし、活動や事例については、直近のものも含みます。　
【対 象 組 織】
●社会側面 ： 	日本特殊陶業株式会社
	 	 ただし、国内外子会社の活動などを含む部分があります。
	 	 その場合は、個別に記載しています。
●環境側面 ： 	日本特殊陶業グループ
	  	・ 日本特殊陶業株式会社
	  	・ 国内の子会社9社および関連会社1社
【発行責任者】		 代表取締役社長　尾堂真一
【編集責任者】		 CSR推進室長　　鵜飼床志
【発 行 時 期】		 2012年9月（次回2013年9月予定／前回2011年9月）

■ 発行にあたって
本報告書は、情報開示方針（p.22）に基づき、理解容易性、重要性と
網羅性、信頼性を重視し、わかりやすく親しみやすい報告書を目指
して編集しています。

■ CSR報告書の制作

掲載情報の選定
掲載情報は、当社グループにとって重要な情報のみならず、ステー
クホルダーの皆さまにとって重要または有用と思われる情報を考慮
して選定しています。

理解容易性への配慮
報告書全体をマネジメント、社会性報告、環境報告に分け、さらに社
会性報告はステークホルダーごとのページにすることで、読者の立
場に応じた読みやすさに配慮しています。また、各項目において、考
え方、仕組み、結果を簡潔に表現するよう努めています。

信頼性への配慮
第三者審査を受け、記述内容の正確性、中立性、検証可能性などを
確認し、信頼性向上に努めています。

Webでの情報開示
当社Webにおいて詳細情報を開示している場合は 詳細マーク、関
連情報を開示している場合は、W マークでお知らせしています。
　CSR情報
　http://www.ngkntk.co.jp/csr/index.html

参考とするガイドラインなど
・環境省環境報告ガイドライン（2007年版）
・GRIガイドライン第3.1版
・ISO26000

※各PDFファイルは、
 　当社ウェブサイトよりご覧いただけます。
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当社グループの紹介
会社案内

サイトの環境活動の報告
サイトレポート

総合情報
http://www.ngkntk.co.jp

スパークプラグに関する情報
http://www.ngk-sparkplugs.jp/

CSR活動の報告
CSR報告書
（詳細版、ダイジェスト版）

財務情報の報告
Annual Report、
株主の皆さまへ

■ PRTR （kg）

除去処理量 搬出量
大気 公共用水域 土壌 公共下水道 埋立・焼却 有効利用 分解反応 製品・売却品

53 5,675 0 5,675
80 24,569 0 0 24,569
87 12,639 1 0 638 12,000

144 1,321 10 1,311
296 10,967 0 10,967
297 2,890 0 2,890
300 69,337 67 0 69,271
308 79,495 127 79,369
392 6,041 0 6,041
400 2,501 1 2,500
412 1,162 0 1,162

■大気・水質・騒音・振動

項目 種類 単位 規制値 自主基準値 平均 MAX
ボイラー（12号） mg/Nm3 50 40 2.0 2.0
焼成炉（PR-2） mg/Nm3 150 120 6.5 7.0
ボイラー（12号） ppm 150 120 53 53
焼成炉（PR-2） ppm 180 144 106 160

pH - 5.0～9.0 5.4～8.6 6.9 7.3
SS mg/l 600 480 23.3 49
BOD mg/l 600 480 15.0 50
n-ヘキサン抽出物 mg/l 30 24 2.1 7.6
シアン mg/l 1 0.8 0.22 0.4
全クロム mg/l 2 1.6 0.05 0.08
六価クロム mg/l 0.5 0.4 <0.04 <0.04
亜鉛 mg/l 2 1.6 0.42 0.81
鉛 mg/l 0.1 0.08 <0.02 <0.02
窒素 mg/l 120 96 22.43 37
リン mg/l 16 12.8 0.42 0.78
ふっ素 mg/l 8 6.4 0.29 0.5
ほう素 mg/l 10 8 <1 <1

R地点 dB 70 68 59.1 59.1
T地点 dB 65 63 66.1 66.1 ※1
R地点 dB 70 68 59.2 59.2
T地点 dB 65 63 61.0 61.0
R地点 dB 70 68 62.3 62.3
T地点 dB 65 63 65.6 65.6 ※1
R地点 dB 65 64 62.2 62.2 ※1：暗騒音によるものです。
T地点 dB 55 54 61.9 61.9 ※1       暗騒音とは、機械等が稼動していない時の騒音
R地点 dB 40 40       のことで、交通騒音や隣接工場の騒音などの
T地点 dB 40 40      影響を受けています。
R地点 dB 40 40
T地点 dB 40 40
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ニッケル

マンガン及びその化合物

クロム及び三価クロム化合物
無機シアン化合物（錯塩及びシアン酸塩を除く）

１,２,４－トリメチルベンゼン
１,３,５－トリメチルベンゼン
トルエン

ノルマル－ヘキサン
ベンゼン

取得年月：
　1990年8月
　
認証機関　：
 財)日本品質保証機構

認証番号：
JQA－EM6452

    本社工場は、名古屋市の中心部に位置し、商業地域や住宅に近いこともあり、常日頃から
環境に留意して事業活動を行っています。
　 昨年はCOP10（生物多様性条約第10回締約国会議）が、名古屋市で開催されるに当たり、
工場周辺地域清掃活動を、｢あいち・なごやクリーンアクション ｆor COP10｣に登録して回数を
増やして実施し、開催地名古屋の街をきれいにするお手伝いをいたしました。
   また省エネルギー活動を総員参加で積極的に行い、各種省エネルギー対策を実施し、より
効率的な生産活動に取組みましたが、スパークプラグの増産のため、CO2の総排出量は
前年より増加してしまいました。
 　本年も総員参加で工場一丸となって、可能な限りの省エネ活動を行ってまいります。
   今後も地域に根差した環境活動を行い、他工場の模範となる工場を目指します。

　　所　在　地 ： 愛知県名古屋市瑞穂区高辻町１４－１８
　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
　　創　 　　立 ： １９３６年（昭和１１年）１０月
　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
　　工　場　長 ： 飯見　均
　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
　　主要事業  ： スパークプラグ及び関連品等に関する設計、製造及び販売
　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
　　従　業　員 ：１０６５人（２０１１年３月現在）

SITE REPORT 2011

 ●マテリアルバランス(調査機関　2010年4月～2011年3月）

 ●ISO認証状況

 ●環境データ（調査期間　2010年4月～2011年3月）

取扱量
216,597

大気　68

製品・売却品
92,531

分解反応
123,224

有効利用　765

公共下水道　11

■PRTR法対象物質のINPUT-OUTPUT（kg）

 ●代表者の緒言

工場長　 飯見　均

使用エネルギー 生　産　 8,006トン

によるCO2排出量 試　験 1,112トン

輸   送 　　　　　　　 68トン

大  気 0.1トン

容器・包装材料 プラスチック類 6トン

の他の材料・ プラスチック材料 16トン 紙類 225トン

補助材料 化学物質　　　  169トン ダンボール 183トン

油類 　　 　　 　30トン 廃棄物 有効利用 939トン

その他材料 　  　28トン 埋立・焼却　 10トン

その他ガス　  　 10トン 排水 排　水 10,923トン

水 上水 　　　  31,470トン

軽油　　　　　　 36ＫＬ

井水　　　   79,453トン

エネルギー

紙

購入電力　　　1,818万kWh

都市ガス　　　　 78万m3

ガソリン　　　　438ＫＬ

紙類　     　　 408トン

PRTR法対象物質
排出量

 

 

 

購入電力 ： 1,269 万 KWh 
ＬＰＧ ： 273 トン 
ガソリン ： 5,436 L 
軽油 ： 588 L 

紙類 ： 13 トン 

リユース素地 ： 2.2 トン 

ガス類 ： 35 トン 
プラスチック材料 ： 44 トン 
化学物質 ： 364 トン 
油類 ： 21 トン 
その他 ： 8 トン 

上水 ： 11,750 トン 
リサイクル水 ： 20,882 トン 

エネルギー 

その他材料 

補助材料 

水 

生産 ： 5,010 トン

輸送 ： 14 トン

大気 ： 0.1 トン

リサイクル ： 188 トン

埋立・焼却 ： 1.4 トン

プラスチック類 ： 8 トン

紙類 ： 1.3 トン

ダンボール ： 12 トン

排水 ： 9,259 トン

使用エネルギー 

による CO2 排出

PRTR 法対象物質 

排出量 

廃棄物 

排水 

日日本本特特殊殊陶陶業業株株式式会会社社  伊伊勢勢工工場場 
SSIITTEE RREEPPOORRTT 22001111

紙 

主要原材料 

容器･包装材料 

代表者の緒言 

 

所 在 地 ： 三重県伊勢市円座町字細越８７１－６ 

創   立 ： １９９４年（平成６年） ４月 

主要事業 ： 電子部品の設計・製造・販売及び、内燃機関用センサｰの設計・製造

従 業 員 ： ２０５人 （２０１１．３．３１現在） 

日本特殊陶業伊勢工場は、地域の皆様方のご理解とご支援を賜り、１９９４年の操

業開始以降、今年で創立１８年目となりました。 

２０１０年度は、企業をとりまく情勢が厳しくなる中、総員参加で業務の効率化や改善

に取り組んだ結果、目標１３２ﾄﾝ/年に対し、１４９ﾄﾝ/年のＣＯ２を削減することができま

した。しかしながら東日本大震災の発生、原発事故の影響で、エネルギー政策の見直

しが議論される状況となり、さらなる省エネルギー化が求められています。 

I 
N 
P 
U 
T 

２０１１年度は、伊勢工場としても、新たに策定した環境の取組み指針である「エコビ

ジョン２０１５」に基づき、単に利益を追求するだけでなく、環境に対する配慮を中心に

据えた活動を行うことで、さらなる環境負荷低減に努めます。 

これからも信頼される地域企業として、社会的な役割・責任を自覚し、持続可能 

な地域社会の発展に寄与できるよう、環境活動へ取り組んで参ります。 

取得年月 ： 

2000 年 12 月 

認証機関 ： 

（財）日本品質保証機構 

認証書番号 ： 

ＪＱＡ－ＥＭ６４５２ 

ＩＳＯ１４００１認証状況 

マテリアルバランス 

O 
U 
T 
P 
U 
T 

環境データ （調査期間：２０１０年４月～２０１１年３月） 

ＰＲＴＲ 

排出量 移動量 除去処理量 搬出量 
政令 No. 対象化学物質名  〔報告対象物質〕 取扱量 

大気 公共用水域 土壌 公共下水道 埋立・焼却 有効利用 場内焼却 分解反応 製品・売却品

132 コバルト及びその化合物 1,042  127 916

305 鉛及びその化合物 40,653 8 8,436 32,209 

ＰＲＴＲ法対象物質の INPUT-OUTPUT

コンプライアンス(法規制順守)

生活排水の水質分析（１回/月）・・・・・・・・・・・・・・・・ 基準値クリア 

4，10 月 大気測定実施（２回/年） ・・・・・・・・・・・・ 基準値クリア 

11 月 騒音測定実施（１回/年） ・・・・・・・・・・・・・・ 基準値クリア 

11 月 土壌測定実施（1 回/年） ・・・・・・・・・・・・・・ 基準値クリア 

法規制違反、罰金、訴訟の件数 ・・・・・・・・・・・・・・ 0 件 

利害関係者からの要求の件数 ・・・・・・・・・・・・・・・ 0 件 

項目 種類 単位 規制値 自主基準値 平均 MAX

大気 ばいじん mg/Nm3 250 100 <5 <5 

pH － 5.8～8.6 6.0～8.4 7.4 7.9 

SS mg/L 90 45 2.7 10.0

BOD mg/L 25 20 1.7 6.0 

COD mg/L 25 20 4.3 10.0

COD（総量） ㎏/日 3.4 3.4 0.1 0.2 

n-ヘキサン mg/L 30 15 <1 <1 

全クロム mg/L 2 1 <0.04 <0.04

銅 mg/L 1 0.5 <0.02 <0.02

亜鉛 mg/L 2 1 0.054 0.071

鉛 mg/L 0.1 0.05 <0.01 <0.01

鉄 mg/L 10 5 0.11 0.34

フェノール類 mg/L 1 0.5 0.0 0.0 

窒素 mg/L 120 60 7.7 17.0

窒素（総量） ㎏/日 4.1 4.1 0.2 0.4 

リン mg/L 16 8 0.76 2.0 

リン（総量） ㎏/日 0.39 0.39 0.02 0.04

マンガン mg/L 10 5 0.4 2.3 

排水 

(生活系) 

大腸菌 個/cm3 3000 1500 26 70 

朝方 dB 55 55 43.2 43.2

昼間 dB 60 58 44.3 44.3

夕方 dB 55 55 45.7 45.7
騒音 

夜間 dB 50 50 45.5 45.5

大気・排水・騒音 

単位：ｋｇ

単位：ｋｇ 

搬出量（製品・売却品）：33,125

取扱量 

41,695 
移動量（有効利用）：8,563 

移動量（埋立・焼却）：8 
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企業理念

企業理念
NGK Spark Plug Group CSR Report 2012

私 たちの 企 業 理 念 は３つ の 要 素 で 構 成されています 。

［ スローガン ］　私たちは、相互信頼を深め、未来を見つめた新たな価値を提案し、世界の人々に貢献します。

経営姿勢
社員の個性と能力を活かす環境
を整え、総力を結集して信頼に基
づく経営を行います。

行動指針
絶えず前進します！　　　　　　
何がベストなのかを常に考え、　
スピーディーに行動します。

●社会への貢献
時代が要請する新たな価値を、優
れた品質とともに人々に提供する
ことが、私たちの使命です。 

●グローバルな企業活動 
グローバルな企業活動を通じて、世
界の人々に愛され、親しまれる企業
となります。 

●技術立脚の提案型企業 
独創的な商品をいち早く開発・提案
し続けるリーディング・カンパニー
でありたいと願っています。これか
らも、セラミックで蓄積した経験を
活かし、新たな分野に挑戦します。

●個性と能力の尊重
健全な発展のために、社員の個性
と能力を最大限に活かす環境を整
えます。優れた環境は、最も重要な
独創技術を生み出すと同時に、豊
かな人間形成を育む源泉でもあり
ます。 

●総力の結集 
一人ひとりの活動を有機的に結び
付け、戦略経営を心掛けます。 

●信頼に基づく経営 
日本特殊陶業は創業以来、多くの
人々に支えられてきました。お客様
をはじめ、当社と関わりのある全て
の人からの信頼が、私たちの貴重
な財産です。これからも、一歩先の
時代を読み、誠実な経営でさらに
信頼を深めていきます。

●絶えず前進
現状に満足することなく、常に新し
い目標に向かってチャレンジしま
す。絶えず前進する積極的な姿勢
こそが私たちの活力であると確信
します。 

●ベストをめざす 
何がベストであるかを常に考え、自
らを発展向上させます。 

●スピーディーな行動 
的確な判断と素早い行動で、変化
に対応します。

存在意義
最善の技術と蓄積した経験を活か
し、世界の人々に新たな価値を提
案します。

22



グループ事業概要
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■ 会社概要（2012年9月現在）

社名	 日
ニッ

本
ポン

特
トク

殊
シュ

陶
トウ

業
ギョウ

株式会社
本社	 名古屋市瑞穂区高辻町14-18
創立	 1936年（昭和11年）10月26日
資本金	 478億6,927万円
事業内容	 1．スパークプラグおよび内燃機関用関連品の製造、販売
	 2．ニューセラミックおよびその応用商品の製造、販売、その他
グループ	 子会社34（国内9社、海外25社）、関連会社6社

■ ネットワーク（2012年9月現在）

J A P A N

W O R L D

南アフリカ
NGKスパークプラグ(株)

フィリピン
NGKスパークプラグ(株)

米国特殊陶業(株)
ウェストバージニア工場

台湾NGKスパークプラグ(株)
フランスNGKスパークプラグ(株)
フランス工場

フランスNGKスパークプラグ(株)本社

欧州NGKスパークプラグ(有）
欧州テクニカルセンター

英国NGKスパークプラグ(株)

友進工業(株)
友進技術研究所

韓国NTKセラミック(株)

サイアムNGKスパークプラグ(株)

タイNGKスパークプラグ(株)

エクアドル
NGKスパークプラグ(有)

カナダNGKスパークプラグ(株)
米国特殊陶業(株)本社
米国テクニカルセンター

米国テクノロジー(株)
メキシコ

NGKスパークプラグ(株)

上海特殊陶業(有)

ペナン駐在員事務所

中東NGKスパークプラグ(株)
インド特殊陶業(株)

ブラジル特殊陶業(有)
ブラジルテクニカルセンター

インドネシアNGKスパークプラグ(株)
マレーシアNGKスパークプラグ(株）

オーストラリアNGKスパークプラグ(株)

常熟特殊陶業(有)

台湾NTKセラミック(株)

米国ホールディング(株)

製造販売法人
販売法人
その他

本社・工場
支社・営業所
国内グループ会社

ベトナム
NGKスパークプラグ(有)

本社・本社工場
(株)日特製作所
日和機器(株)
日特アルファサービス(株)
名古屋営業所

東京営業所厚木分室

小牧工場
(株)日特運輸

セラミックセンサ(株)

(株)東濃セラミック

大阪営業所

(株)南勢セラミック

伊勢工場

広島営業所

福岡営業所

鹿児島宮之城工場

(株)神岡セラミック

NTKセラミック(株)

埼玉営業所高崎分室

札幌営業所

名古屋営業所浜松分室

仙台営業所

埼玉営業所
東京支社・東京営業所

東京営業所宇都宮分室

日本特殊陶業株式会社
連結子会社…………………… 9社
持分法適用関連会社………… 1社
持分法非適用関連会社……… 1社

欧州
連結子会社…………………… 3社

アジア・南米・その他
連結子会社…………………… 17社
非連結子会社………………… 1社
持分法適用関連会社………… 1社
持分法非適用関連会社……… 3社

北米
連結子会社…………………… 4社
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■ 主要製品

■ 経営指標

自動車関連事業

情報通信関連事業

セラミック関連事業

イリジウム
プラグ

スパーク
プラグ

グロープラグ

オーガニック
ICパッケージ

SSバイト

セラミックヒータ

水晶デバイス・
SAWフィルタ用パッケージ

セラミック工具

静電チャック

ジルコニア酸素センサ

ウェハーテスター用
大型基板

スローアウェイドリル

二輪車用小型
ジルコニア酸素センサ

カメラモジュール用
パッケージ

フライスカッター

広範囲排気温度センサ

LED照明用パッケージ

バイオセラミックス

真空スイッチ容器 ベアリング用ボール 誘電体共振器

ノックセンサ

高周波用パッケージ

医療用酸素濃縮器

超音波振動子
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■売上高 ■営業利益 ■当期純利益

■自己資本当期純利益率（ROE） ■セグメント別売上高 ■従業員

44

ROE
用語解説
企業の収益性を見る指標の一つ。自己資本がどれだけ効率的に使われているかを見るもので、ROEが高いほど収益力が高い。［ROE＝当期純利益÷自己資本］




